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湯沢市立図書館だより 
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湯沢図書館 

雄勝図書館 

稲川カルチャーセンター 

皆瀬生涯学習センター 

〒012-0842 湯沢市字内舘町 27 

電話   0183-73-3040 

開館時間 月～金／9:30～18:30  

     土・日／9:00～17:00  

休館日  図書整理日（毎月初めの平日） 

     第３日曜日 

     祝日・年末年始・特別図書整理期間 

〒019-0204 湯沢市横堀字白銀町 49-1 雄勝文化会館 4F 

電話   0183-52-5387 

開館時間 9:30～17:30 

休館日  月曜日・祝日の翌日・年末年始 

特別図書整理期間 

〒012-0105 湯沢市川連町字大関下 6 

電話   0183-78-5557 

開館時間 月～金／10:00～19:00 

     土・日・祝／9:00～19:00 

休館日  年末年始・特別図書整理期間 

〒012-0183 湯沢市皆瀬字沢梨台 66-1 

電話   0183-46-2033 

開館時間 月・水・金／8:30～21:30 

     火・木・土・日・祝／8:30～17:00 

休館日  年末年始・特別図書整理期間 

 

休館のお知らせ 

● 湯沢図書館 

湯沢市複合公共施設 Yuinas への移転準備のため、 

令和 8 年 6 月～ 館内閲覧のみできます（貸出できません） 

令和 8 年 7 月～ 長期休館します 

※ Yuinas は、11 月 22 日オープン予定です 

● 稲川カルチャーセンター 

施設メンテナンスのため 令和 8 年 6月 15日臨時休館します 

“クオッカ”は、カンガルーやコアラと同じ
有袋類で、主にオーストラリアなどに生息
しています。 

微笑んでいるように見える表情から「世界
一しあわせな動物」とも呼ばれており、ま
んまるでかわいらしい顔や体で世界中の
人々から愛されています。 

この本では、そんなクオッカの生態や魅力
を徹底調査！ 

日本では唯一、埼玉県こども動物自然公園
で会うことができるそうです。 

見ているだけで思わず頬がゆるむ、幸福感
100%の一冊です。 

クオッカのすべて 
クオッカしあわせショット集 

南幅 俊輔 編著 今泉 忠明 監修 

廣済堂出版 

TRY READING THIS BOOK 

今月のおすすめ 

図書館だより 新着図書案内 

TOPICS 

湯沢図書館は、現在建設中の湯沢市複合公共施設
Yuinas へ移転するため、7月1日から長期休館し
ます。昭和57年に現在の場所に移転してからこれ
まで、ご利用いただいた市民の皆様に感謝を込め
て、様々なイベントを企画しています。たくさん
のご参加をお待ちしております。 

湯沢図書館 間もなく移転 

閉館イベント 

43 年間のご利用に感謝を込めて 

Yuinas への期待を込めて 

詳しくはホームページをご覧ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おすすめの新着図書 NEW BOOKS 

湯沢図書館 雄勝図書館 皆瀬生涯学習センター 

2026年5月で活動を終了する「嵐」。 

本書は、嵐が活動休止した2020年12月末
から、活動を終了する2026年5月末までの
様々なエピソードや、デビューから27年の
軌跡、嵐5人の絆が生んだ数々の伝説など
を綴ったファンBOOK！盛りだくさんの内
容になっています。 

熱狂的嵐ファン“アラシック”たちの熱き
メッセージとともに、嵐が5人であり続け
た理由も大公開。 

嵐のファンでも、そうでなくても手に取り
たくなる一冊です！ 

嵐というキセキ 
5人の絆が生んだ伝説 

ARASHIウォッチャー編集部 編 

辰巳出版 

道具やマークなど「よく見るけれど詳しく
は知らないもの」の正体を、実際に作ってい
る会社にインタビュー。作った経緯や、反
響、その後の進歩など、面白い話が盛りだく
さん。完成に至るまでの努力と、「え、そこ
まで!?」という情熱の注ぎ方に注目です。 

例えば、園児たちが外に出る際に乗ってい
る「おさんぽ車」は、一つの会社が一貫して
製作しています。実は、一般の人からも発注
があるそうですが、いったい何のため……? 

今まで知らなかった様々な「アレ」の驚きの
一面に夢中になること間違いなし!! 

高杉晋作は、幕末の長州藩で活躍しながらも
数えで29歳にして病没、「幕末の志士」の代
表格として人気が高く、多数の評伝が出版さ
れてきました。 

しかし、本当に倒幕や明治維新を目指したの
か、そして雅号の「東行」に込めた思いはど
のようなものだったのか――。 

本書では、長年にわたり晋作の研究を続けて
きた著者が、晋作や長州を中心としながらも
俯瞰的に幕末の動乱を描き、あらゆる史料や
最新の研究成果を取り入れ、これまでにない
詳細な評伝を著しています。 

絶対に見たことがあるアレの正体、 

聞いてみた 

井上 マサキ 著 

大和書房 

高杉晋作 
長州藩暴走の後始末に費やされた日々 

一坂 太郎 著 

法律文化社 


